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レトロゾールの有効性を検討
した臨床試験の後解析

術後補助療法のコンプライアンスと無病生存率

◆コンプライアンスが悪いと
再発率が上昇する。

◆コンプライアンスを
高める努力は重要

◆そもそも、このデータは

臨床試験（治験）で、この
コンプライアンスだと、
実臨床ではもっと悪い！？3.75%



タモキシフェンのアドヒアランス＜80％は予後の悪さと関連した。
n:2080

5年間の治療未完遂（31％）：10年生存率73.6％
5年間完遂（69％）：10年生存率80.7％

アドヒアランスの良い患者：10年生存率79.6％
アドヒアランスの悪い患者：10年生存率50.5％

n:8769

乳がん術後補助療法 ⇒ 治癒を目指す治療

再発すると、その後ずっと治療が続く

n:417

他のアドヒアランスと予後のデータ

5年（10年）間、きっちり薬を飲んでいる

医療者



関わり方の違いでアドヒアランスに差が出る？

ホルモン療法開始

2年間 follow-up
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より改変

定期的にフォローし、意識
を治療に向ければ、アドヒ
アランスは向上し、患者力
も向上する。

地域連携パスの枠組みで、
どのように患者力向上の手
助けをするのが良いか？





厚生労働省ＨＰより



地域の医療スタッフで
患者さんを支えていけ
る体制作りが求められ
ている。



◆アドヒアランス向上（コンプライアンス）は予後を改善する。

◆アドヒアランスは我々医療スタッフの関わりによって向上する。

地域連携の強化・役割分担をする事で、
より良い医療の提供に繋がると信じています。

まとめ


